
活動報告書 

報告者氏名：中澤 由紀  所属：県立相模原養護学校高等部 記録日：2013年 2月 12日 

【対象児（群）の情報】 

○学年 

高等部３年 

○障害名 

A児 知的障がい 

B児 ダウン症     

○障害と困難の内容 

・A児：学校であった出来事などを、自分から話したり書いたりすることが苦手。 

・B児：人前で話す際には、声が小さくなったり、顔を伏せてしまったりすうことが多い。また言いた

いことは紙に書き、他者に渡す。 

【活動目的】 

○当初のねらい 

・日々の学校生活を連絡帳に書いて、保護者に渡しているが、なかなか伝わりにくいことが多い。良い

ことを書いても「先生ったらまたまたー！褒め過ぎです。」など家で見せる顔と学校で見せる頑張って

いる姿とのギャップに、保護者の方と共感することが難しいときがある。 

生徒たち自身が言葉で説明することが苦手であるため、保護者や誰かと話すときのヒントとなればと考

え電子連絡帳として利用を行った。 

 

○実施期間 

A児 2013.1．31  

B児 2013.2．6 

 

○実施者 

中澤 由紀 

○実施者と対象児の関係 

クラス担任と生徒 

【活動内容と対象児（群）の変化】 

○対象児（群）の事前の状況 

A児 

・学校であった事に対して、連絡帳の文字を部分的に読みとり、Ex「数学やりました。」などひとこと

で学校の様子を日記に書いていた。 

B児 

・好きなことだけご家庭で部分的に話す。 

○活動の具体的内容 

・iPodのカメラで撮った写真やビデオをご家庭に持ち帰る。電子連絡帳 



・対象児（群）の事後の変化 

A児 

・持ち帰った日は音楽交流会であった。音楽交流会で「この星に生まれて歌いました。ハンバーグ食べ

ました。」などいつものひとこと日記に、活動内容が盛り込まれた。 

B児 

・翌日 iPodの返却をしてくる際に、とても嬉しそうな表情で返却してきた。 

【報告者の気づきとエビデンス】 

○主観的気づき・エビデンス（具体的数値など）・その他エピソード（画像などを含めて） 

 

A児 

・保護者の方と本人と一緒に映像を見て会話し、映像の内容を具体的に保護者の方が言葉や文章にして

くださることで、新たな言葉や表現の獲得ができたように感じる。この繰り返しがより言葉の獲得を促

したり、家族と A児との関係性を充実したものにできたりするのではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

↑A児の連絡帳                 ↑B児の連絡帳 

B児 

・B児が iPodを持ち帰った日は、生徒会選挙の日であった。なかなか人前で話すことが苦手ではある

もの、珍しく生徒会選挙の司会に立候補した B 児。小中学校時代にも、そのような大舞台で発表して

みたいと立候補はするものの、当日になると声を出すことができず、教員の後ろに隠れていたという経

歴の持ち主であった。（ご家庭よりいただいた情報） 

しかしこの生徒会選挙の司会原稿は、どんなときも持ち歩き（全く関係のない体育の授業でさえも）い

つもと異なる様子であった。 

持ち帰った映像や写真をご家庭でご覧になり、普段なかなか学校にいらっしゃらないお母さんから、連

絡帳を介して B児の成長をみることができ嬉しく思うとのコメントをいただいた。 

 

 

 ２つの事例からも生徒の成長が、ご家庭と共有できたことは大変うれしく思う。本校では先日の保護

者説明会にて、学校長より電子連絡帳の提案があった。台数や個人情報保護などを整理して、今後検討

していく方針である。 

 


